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2回目の裁判所での想い

佐藤ふじ枝

　私が裁判というものに対して考えていた事はドラマなどから描いていたいたことだけだ

ったから現実とはかけ離れていた享だとわかりぴづくりすることぱかりだった。

　先ず2月2日の１回目の陳述の時裁判宮の前で両方の立場の人がそれぞれの立場で話し

合い、それを基にお互いに次ぎの対策を考えるのかと思っていたら全然違っていた。北陸

センターの人は出てこず私違が陳述しただけだった。その時は裁判官の人は静かに聞いて

くださっただけなので緊張しないでいつものように話す事ができてほっとした。

　しかし今回は還った。私達の弁護士の御二人が説明されたことが相手に理解されていな

いと言うより他に言いようがない。こちらで提示したものをきちんと読み取っていないで

どこに書かれているか何回も聞かれていたくせに柳原弁護士が説明しようとするのを必要

無いとさえぎり裁判官がうながしてやっと説明できたのは驚きだった。はじめに入ってき

た時黒い背広で胸を張ってこられた時にはおやっと思ったけど。というのは私の感覚では

黒い背広は儀式の時か葬式用だと思っていたからだ。それにもましてあとで訂正するとい

われても東大の教授の著書を基に説明したディフェンシンのことなどを「空想科学」といわれたのには笑いをこらえるのが精一杯だった。私達は鳥インフルエンザの菌が最近変化して人に感染しているニュースのようになっては困るので、ディフェンシン耐性菌が変化して他に影響が無い事を確かめてから屋外実験をするようにと主張している事がわかっていない。

　昨年の実験から半年も経っているのに結果はまだ発表されていないし、ディフェンシンについては答えず、研究の目的は遺伝子組換えだとはぐらかされた。そして持ち帰って答えるのに一ケ月以上もかかる三月末だというのには今年の田植えまでに裁判で決着つかないようにしているといってもいいのではないか。

　私達が望んでいるのは毎日殆どの国民が食べているお米。しかも子どもや孫などこれか

らもずっと食べ続けられるお米が安全で安心なものにして欲しいのである。今北陸センタ

ーで研究している人達の子孫にも影響があることだから「天に向かってつばをしる」とい

う諺どおりなのがわからないのだろうか。

　　なんとも歯切れの悪いいやな気分だった。
